
川
分
圭
子
著

﹃
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
と
イ
ギ
リ
ス
近
代

ロ
ン
ド
ン
貿
易
商

一
五
八
〇

一
九
四
一

﹄

一

柳

峻

夫

本
書
は
︑
ロ
ン
ド
ン
商
人
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
に
焦
点
を
当
て
︑
三
〇
〇
年

以
上
の
非
常
に
長
い
期
間
を
扱
っ
た
研
究
で
あ
る
︒
タ
イ
ト
ル
か
ら
想
像
さ

れ
る
商
業
史
︑
社
会
経
済
史
の
枠
に
と
ど
ま
ら
ず
︑
政
治
史
︑
宗
教
史
の
領

域
に
も
踏
み
込
ん
だ
間
口
の
広
い
研
究
で
も
あ
る
︒
著
者
川
分
氏
は
︑
イ
ギ

リ
ス
の
海
外
貿
易
を
中
心
と
す
る
近
代
史
研
究
者
で
あ
り
︑
多
数
の
共
著
及

び
論
文
が
あ
る
が
︑
そ
れ
ら
の
研
究
の
多
く
が
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
に
関
わ
っ

て
お
り
︑
同
家
は
著
者
の
研
究
に
お
い
て
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と

言
っ
て
良
い
︒

本
書
は
︑
序
章
と
終
章
を
含
め
る
と
全
部
で
一
六
章
か
ら
成
り
︑
さ
ら
に

短
い
コ
ラ
ム
が
三
つ
あ
る
と
い
う
非
常
な
大
著
で
あ
り
︑
頁
数
は
七
二
〇
頁

に
及
ぶ
︒
評
者
は
︑
ブ
リ
ス
ト
ル
の
海
外
貿
易
を
主
に
研
究
し
て
お
り
︑
政

治
史
や
宗
教
史
に
つ
い
て
は
不
勉
強
な
た
め
︑
理
解
不
足
の
部
分
も
少
な
く

な
い
と
思
わ
れ
る
が
︑
本
書
評
で
は
︑
ま
ず
︑
評
者
の
所
感
も
交
え
な
が
ら
︑

各
章
の
重
要
と
思
わ
れ
る
論
点
を
紹
介
し
︑
最
後
に
︑
本
書
全
体
に
つ
い
て

コ
メ
ン
ト
し
た
い
︒

本
書
の
構
成
は
︑
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
︒

序
章

第
一
部

信
仰
と
民
主
主
義
と
資
本
主
義

一
七
世
紀
の
市
民
層

第
一
章

一
七
世
紀
の
ロ
ン
ド
ン
商
人

第
二
章

ロ
ン
ド
ン
と
革
命

第
三
章

ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
敗
北

第
二
部

特
許
貿
易
会
社
の
活
動
と
ロ
ン
ド
ン
商
人

第
四
章

レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易

第
五
章

代
理
商
と
領
事

レ
ヴ
ァ
ン
ト
現
地
の
イ
ギ
リ
ス
人

コ
ラ
ム
一

金
融
革
命
と
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家

第
三
部

非
国
教
徒
た
ち
の
一
八
世
紀

第
六
章

敗
者
の
結
束

共
和
政
政
治
家
・
非
国
教
聖
職
者
・
信
徒

に
よ
る
巨
大
親
族
網
形
成

第
七
章

名
誉
革
命
後
の
新
旧
非
国
教
徒
た
ち

第
八
章

ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
退
潮
と
浮
動
す
る
信
者
た
ち

第
九
章

ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
消
滅
と
歴
史
的
記
憶
の
形
成

コ
ラ
ム
二

公
益
活
動
と
文
化
活
動

第
四
部

西
イ
ン
ド
貿
易

近
代
資
本
主
義
最
大
の
暗
部
と
ボ
デ
ィ
ン

ト
ン
家

第
十
章

西
イ
ン
ド
貿
易
へ
の
参
入

第
十
一
章

七
年
戦
争
後
の
新
英
領
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ァ
ー
ド
諸
島
の
土

地
販
売
と
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
商
会

第
十
二
章

奴
隷
貿
易
廃
止
時
代
の
西
イ
ン
ド
と
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
商

会

第
十
三
章

奴
隷
解
放
時
代
の
西
イ
ン
ド
と
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
商
会

第
十
四
章

終
焉

一
九

二
〇
世
紀
転
換
期
の
西
イ
ン
ド
砂
糖
生

書 評
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産

コ
ラ
ム
三

遺
言
の
中
の
奴
隷
解
放

終
章

一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
︑
本
書
は
四
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
︒
そ
の
う

ち
︑
第
一
部
︑
第
二
部
は
一
七
世
紀
を
︑
第
三
部
︑
第
四
部
は
一
七
世
紀
か

ら
二
〇
世
紀
ま
で
を
扱
っ
て
お
り
︑
内
容
的
に
は
第
一
部
︑
第
三
部
は
ボ
デ

ィ
ン
ト
ン
家
の
信
仰
や
政
治
活
動
に
︑
第
二
部
︑
第
四
部
は
事
業
活
動
に
焦

点
を
当
て
て
い
る
︒

序
章
で
は
︑
ま
ず
本
書
の
趣
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
︒
著
者
に
よ
れ
ば
︑

﹁
本
書
は
︑
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
と
い
う
ロ
ン
ド
ン
貿
易
商
の
一
族
を
取
り
上

げ
︑
そ
の
一
族
の
一
七
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
ま
で
の
思
想
や
信
仰
︑
通

婚
関
係
︑
政
治
行
動
︑
事
業
活
動
な
ど
を
調
査
し
て
︑
彼
ら
の
家
族
史
を
総

合
的
に
た
ど
る
も
の
で
あ
る
﹂︵
一
頁
︶︒
著
者
は
︑
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
が
非

国
教
徒
か
つ
個
人
貿
易
商
︵
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
︶
で
あ
っ
た
王
政
復
古
期

か
ら
一
九
世
紀
前
半
に
と
く
に
注
目
し
︑
そ
の
時
代
を
描
く
こ
と
で
︑
現
在

私
達
が
知
っ
て
い
る
の
と
は
別
の
民
主
主
義
と
資
本
主
義
の
姿
が
見
え
て
く

る
と
い
う
︒
続
い
て
︑
本
書
の
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
先
行
研
究
の
成
果
が
︑

政
治
史
・
中
産
階
級
史
・
非
国
教
史
︑
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
史
︑
西
イ
ン
ド
貿

易
史
と
い
っ
た
分
野
別
に
提
示
さ
れ
る
︒
最
後
に
︑
家
族
史
・
個
人
史
研
究

の
史
料
や
方
法
論
に
つ
い
て
解
説
し
た
後
で
︑
著
者
は
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
史

の
調
査
状
況
を
振
り
返
る
︒
各
種
文
書
館
史
料
︑
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
︑
家
族
史
研
究
の
手
引
と
し
て
も
︑
非
常
に
有
益
で

あ
る
︒

第
一
部
は
︑
一
七
世
紀
の
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
を
︑
社
会
階
層
︑
信
仰
︑
政

治
活
動
の
面
か
ら
論
じ
て
い
る
︒
第
一
章
で
は
︑
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
の
ロ
ン

ド
ン
進
出
の
経
緯
︑
一
七
世
紀
の
ロ
ン
ド
ン
商
人
社
会
と
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家

の
位
置
づ
け
な
ど
が
論
じ
ら
れ
る
︒
同
家
第
二
世
代
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ボ
デ
ィ

ン
ト
ン
二
世
︵
以
下
︑
ジ
ョ
ー
ジ
二
世
と
表
記
︶
は
︑
筋
金
入
り
の
非
国
教

徒
か
つ
清
教
徒
革
命
支
持
者
で
︑
王
政
復
古
期
に
は
不
遇
で
あ
っ
た
革
命
期

の
政
治
家
や
聖
職
者
の
娘
と
あ
え
て
結
婚
し
た
︒
彼
は
ま
た
︑
レ
ヴ
ァ
ン
ト

会
社
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
取
得
し
て
正
式
に
海
外
貿
易
商
と
な
っ
た
︒
ジ

ョ
ー
ジ
二
世
は
非
国
教
徒
と
海
外
貿
易
商
に
な
る
と
い
う
重
要
な
選
択
を
し

た
点
で
︑
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
の
礎
を
築
き
︑
路
線
を
決
定
し
た
︒
著
者
は

ピ
ー
タ
ー
・
ア
ー
ル
や
リ
チ
ャ
ー
ド
・
グ
ラ
ス
ビ
の
研
究
と
自
ら
の
調
査
結

果
か
ら
︑
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
は
当
時
の
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
は
大
商
人
で
は

な
い
が
︑
中
小
貿
易
商
・
国
内
卸
売
商
・
大
手
製
造
業
者
と
し
て
は
上
層
部

に
位
置
し
て
い
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
︒

第
二
章
で
は
︑
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
の
よ
う
な
強
固
な
非
国
教
家
族
と
非
国

教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
み
出
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
︑
革
命
期
の
ロ
ン
ド
ン

市
政
や
長
老
派
︵
長
老
に
よ
る
合
議
制
の
会
議
を
核
と
し
た
教
会
統
治
体
制

を
と
る
︶
︑
会
衆
派
︵
各
教
会
が
自
立
し
て
会
衆
の
合
議
制
に
よ
り
教
会
運

営
を
行
う
体
制
を
と
る
︶
と
い
う
宗
派
の
形
成
過
程
が
概
観
さ
れ
る
︒
ヴ
ァ

レ
リ
・
パ
ー
ル
や
ロ
バ
ー
ト
・
ブ
レ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
︑
清
教
徒
革
命
勃
発
後
︑

ロ
ン
ド
ン
市
政
に
お
け
る
支
配
層
の
交
代
が
行
わ
れ
︑
従
来
の
エ
リ
ー
ト
だ

っ
た
特
許
貿
易
会
社
の
メ
ン
バ
ー
に
代
わ
っ
て
新
興
の
大
西
洋
商
人
や
西
地

中
海
商
人
が
主
導
権
を
握
っ
た
︒
彼
ら
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
信
仰
が
強
く
︑
革

命
を
支
持
す
る
傾
向
が
あ
り
︑
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
も
そ
う
し
た
新
興
商
人
で

あ
っ
た
︒
革
命
期
の
同
家
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
︑
ジ
ョ
ー
ジ
一

世
が
居
住
し
て
い
た
教
区
の
議
事
録
︑
な
ら
び
に
彼
ら
の
姻
戚
ス
キ
ナ
ー
家

に
関
す
る
情
報
な
ど
か
ら
︑
彼
ら
は
穏
健
な
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
で
︑
教
区
で
は
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リ
ー
ダ
ー
的
立
場
に
あ
り
︑
民
主
的
か
つ
無
難
に
教
区
の
役
職
を
こ
な
し
て

い
た
︑
と
著
者
は
結
論
す
る
︒

第
三
章
は
︑
王
政
復
古
か
ら
名
誉
革
命
の
時
期
の
宗
教
政
治
史
を
概
観
し
︑

ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
の
人
々
が
こ
の
時
代
を
ど
の
よ
う
に
生
き
た
の
か
を
考
察

す
る
︒
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
た
ち
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
時

代
の
国
教
会
︵
高
位
聖
職
者
の
監
督
権
が
強
力
で
明
確
な
上
意
下
達
の
階
層

構
造
を
持
つ
︶
体
制
が
復
活
し
て
一
六
六
二
年
の
信
仰
統
一
法
が
制
定
さ
れ

る
に
及
び
︑
大
量
の
新
教
非
国
教
徒
が
発
生
す
る
︒
著
者
の
調
査
に
よ
り
︑

ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
は
お
そ
ら
く
同
法
と
同
時
に
非
国
教
徒
と
な
り
︑
一
六
七

〇
年
代
前
半
ま
で
は
長
老
派
に
属
す
る
も
︑
そ
の
後
は
穏
健
な
会
衆
派
に
転

向
し
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
名
誉
革
命
に
よ
っ
て
も
長
老
派
が
期
待
し
た
国
教

会
へ
の
﹁
包
含
﹂
は
実
現
せ
ず
︑
会
衆
派
が
支
持
す
る
寛
容
政
策
︵
信
仰
の

自
由
を
容
認
︶
が
と
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
︑
長
老
派
の
敗
北
が
決
定
し
︑
同

派
の
長
期
低
落
傾
向
が
始
ま
る
︒

第
二
部
で
は
︑
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
と
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
と
の
関
わ
り
が
論

じ
ら
れ
る
︒
第
四
章
は
︑
イ
ギ
リ
ス
の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
全
体
像
︑
レ
ヴ

ァ
ン
ト
会
社
の
仕
組
み
な
ど
を
解
説
し
︑
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
の
強
引
な
参
入

を
描
い
て
い
る
︒
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
に
将
来
性
を
感
じ
た
ジ
ョ
ー
ジ
一
世
は
︑

長
男
ジ
ョ
ー
ジ
二
世
を
購
入
︵
入
会
金
の
支
払
い
︶
に
よ
り
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会

社
の
メ
ン
バ
ー
に
し
て
︑
次
男
ト
マ
ス
一
世
を
ア
レ
ッ
ポ
に
派
遣
し
た
の
だ

が
︑
ト
マ
ス
一
世
は
無
免
許
で
貿
易
を
行
い
︑
な
し
崩
し
的
に
会
社
の
メ
ン

バ
ー
に
な
っ
た
︒
史
料
に
基
づ
い
て
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
実
証
す
る
部
分
は
︑

実
に
興
味
深
い
︒
そ
の
結
果
︑
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
は
︑
一
七
〇
〇
-
三
〇
年

頃
に
は
会
社
の
中
で
も
か
な
り
の
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
︒

第
五
章
で
は
︑
レ
ヴ
ァ
ン
ト
で
の
イ
ギ
リ
ス
人
商
人
の
生
活
︑
仕
事
の
様

子
が
︑
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
の
事
例
を
通
し
て
再
構
成
さ
れ
る
︒
先
行
研
究
が

ほ
と
ん
ど
な
い
領
域
だ
け
に
︑
情
報
と
し
て
も
価
値
が
高
い
が
︑
同
家
文
書

な
ど
に
基
づ
い
て
生
き
生
き
と
描
写
さ
れ
︑
読
み
応
え
が
あ
る
︒
ジ
ョ
ー
ジ

二
世
は
︑
肉
親
以
外
の
身
元
の
特
定
で
き
る
徒
弟
を
全
て
新
教
非
国
教
徒
か

ら
採
用
し
て
い
る
︒
他
方
︑
彼
の
娘
婿
ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ェ
イ
ク
マ
ン
と
そ
の

従
兄
弟
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヘ
ッ
ジ
ズ
は
レ
ヴ
ァ
ン
ト
会
社
の
重
要
メ
ン
バ
ー
で

あ
っ
た
が
︑
二
人
と
も
非
国
教
徒
で
は
な
く
︑
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
の
コ
ネ
ク

シ
ョ
ン
が
非
国
教
徒
一
辺
倒
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
︒
ジ
ョ
ー
ジ
二

世
の
末
子
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
一
世
は
︑
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
の
衰
退
期
に
こ
の
貿

易
に
携
わ
っ
た
が
︑
帰
国
後
は
こ
の
貿
易
か
ら
手
を
引
き
︑
西
イ
ン
ド
貿
易

な
ど
他
の
貿
易
分
野
︑
金
融
・
保
険
会
社
に
投
資
し
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
︒

第
三
部
で
は
︑
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
お
よ
び
姻
戚
の
信
仰
︑
政
治
活
動
が
論

じ
ら
れ
る
︒
第
六
章
は
︑
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
の
重
要
な
姻
戚
で
あ
る
ス
キ

ナ
ー
家
の
姻
戚
関
係
︑
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
調
査
し
︑
非
国
教
徒
の
数
十

家
族
か
ら
な
る
親
族
網
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
︒
ス
キ
ナ
ー

家
は
多
数
の
家
系
を
含
む
大
規
模
で
強
固
な
非
国
教
親
族
網
を
形
成
し
て
お

り
︑
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
は
同
家
と
婚
姻
す
る
こ
と
で
︑
オ
リ
ヴ
ァ
・
ク
ロ
ム

ウ
ェ
ル
の
一
族
な
ど
多
く
の
名
士
を
含
む
巨
大
な
非
国
教
徒
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
接
続
し
た
の
で
あ
る
︒

第
七
︑
八
章
で
は
︑
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
＝
ス
キ
ナ
ー
家
の
事
例
を
通
し
て
︑

名
誉
革
命
体
制
下
で
の
新
教
非
国
教
徒
の
生
き
様
が
描
か
れ
る
︒
第
七
章
は
︑

一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
前
半
を
取
り
扱
う
︒
長
老
派
と
会
衆
派
の
分
裂

後
︑
ジ
ョ
ー
ジ
二
世
は
会
衆
派
︑
弟
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
長
老
派
を
支
持
し
︑
彼

ら
の
子
孫
も
一
七
四
〇
年
代
ま
で
各
々
の
宗
派
に
属
し
た
︒
ス
キ
ナ
ー
家
で
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は
︑
第
一
世
代
ニ
コ
ラ
ス
・
ス
キ
ナ
ー
の
最
初
の
結
婚
で
で
き
た
子
ど
も
た

ち
︑
そ
の
子
孫
の
多
く
が
会
衆
派
を
支
持
し
た
︒
著
者
は
︑
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン

＝
ス
キ
ナ
ー
家
の
人
々
が
所
属
し
て
い
た
礼
拝
所
を
調
査
・
整
理
し
︑
圧
倒

的
に
長
老
派
と
会
衆
派
の
聖
職
者
と
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
︑

両
宗
派
は
対
立
し
な
が
ら
最
も
関
係
が
深
い
と
指
摘
す
る
︒

第
八
章
で
は
︑
一
八
世
紀
後
半
の
非
国
教
衰
退
期
に
お
け
る
ボ
デ
ィ
ン
ト

ン
＝
ス
キ
ナ
ー
家
が
論
じ
ら
れ
る
︒
こ
の
時
期
に
は
長
老
派
と
会
衆
派
の
教

義
は
乖
離
が
進
み
︑
長
老
派
は
三
位
一
体
を
否
定
し
︑
理
性
主
義
的
な
ユ
ニ

テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
に
移
行
す
る
が
︑
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
は
会
衆
派
か
ら
離
れ
て

ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
と
の
交
流
を
深
め
︑
正
統
的
な
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
信
仰
か
ら
脱

却
し
て
い
く
︒
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
＝
ス
キ
ナ
ー
家
は
非
国
教
徒
の
政
治
的
利
害

実
現
に
尽
力
し
︑
審
査
法
や
自
治
体
法
の
廃
止
を
目
指
し
︑
Ｐ
Ｄ
Ｄ
︵
新
教

非
国
教
徒
代
表
団
︶
に
も
積
極
的
に
関
わ
っ
た
︒
そ
の
過
程
で
サ
ミ
ュ
エ

ル
・
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
は
有
力
政
治
家
フ
ォ
ッ
ク
ス
や
ホ
ラ
ン
ド
卿
に
接
近
し
︑

姻
戚
関
係
を
結
ぶ
︒
そ
の
結
果
︑
彼
の
子
孫
は
国
教
徒
と
な
り
︑
ボ
デ
ィ
ン

ト
ン
家
は
通
常
の
支
配
層
に
融
合
す
る
︒

第
九
章
は
︑
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
が
消
滅
す
る
一
九
世
紀
を
中
心
に
論
じ

る
︒
著
者
は
︑
ロ
ン
ド
ン
の
礼
拝
所
の
消
滅
状
況
を
調
査
し
︑
衰
退
す
る
非

国
教
の
中
で
も
︑
長
老
派
が
最
も
減
少
し
︑
一
九
世
紀
に
は
ほ
ぼ
消
滅
す
る

こ
と
︑
会
衆
派
は
一
七
七
〇
年
代
か
ら
福
音
主
義
の
影
響
下
に
活
性
化
し
︑

勢
力
を
回
復
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
︒
そ
う
し
た
背
景
の
中
︑
ボ

デ
ィ
ン
ト
ン
＝
ス
キ
ナ
ー
家
は
一
九
世
紀
前
半
か
ら
中
葉
に
か
け
て
国
教
化

し
︑
第
六
世
代
以
降
は
国
教
化
が
顕
著
に
進
行
す
る
︒
旧
非
国
教
勢
力
の
後

退
と
同
時
に
︑
歴
史
的
記
憶
の
維
持
と
再
生
産
の
た
め
の
活
動
は
盛
ん
に
な

り
︑
非
国
教
徒
は
一
七
世
紀
史
の
語
り
手
と
し
て
活
躍
す
る
が
︑
彼
ら
の
多

く
が
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
＝
ス
キ
ナ
ー
家
と
深
い
関
わ
り
を
持
ち
︑
親
族
網
の
一

員
で
あ
る
場
合
も
あ
っ
た
︒

第
四
部
は
︑
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
と
西
イ
ン
ド
貿
易
と
の
関
わ
り
を
論
じ
る
︒

第
一
〇
章
で
は
︑
一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
八
世
紀
末
ま
で
の
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン

家
の
西
イ
ン
ド
貿
易
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
︒
同
家
が
こ
の
貿
易
に
本
格
的
に

関
わ
る
の
は
︑
ボ
ー
ル
家
と
姻
戚
関
係
を
結
ぶ
一
八
世
紀
中
葉
以
降
で
あ
る

が
︑
そ
れ
以
前
か
ら
︑
ジ
ョ
ー
ジ
二
世
が
西
イ
ン
ド
へ
の
輸
出
や
砂
糖
の
委

託
販
売
を
行
っ
て
い
た
記
録
が
あ
る
︒
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
の
西
イ
ン
ド
と
の

関
わ
り
は
深
く
な
く
︑
本
格
参
入
以
降
も
西
イ
ン
ド
に
長
期
滞
在
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
が
︑
そ
れ
は
︑
姻
戚
で
あ
り
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
で
も
あ
る
ボ
ー

ル
家
や
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
家
が
西
イ
ン
ド
と
強
固
に
結
び
つ
い
て
い
た
お
か
げ

で
あ
っ
た
︒
ま
た
︑
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
は
︑
ブ
リ
ス
ト
ル
の
有
力
大
西
洋
貿

易
商
で
あ
る
ピ
ニ
ー
家
と
密
接
に
関
係
し
︑
ピ
ニ
ー
商
会
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク

で
あ
り
︑
海
上
保
険
仲
介
な
ど
を
行
っ
て
い
た
︒
著
者
は
︑
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン

家
が
西
イ
ン
ド
プ
ラ
ン
タ
ー
の
遺
言
執
行
者
に
指
定
さ
れ
る
事
例
を
多
数
紹

介
し
︑
同
家
が
プ
ラ
ン
タ
ー
か
ら
絶
大
な
信
頼
を
得
て
い
た
こ
と
を
実
証
す

る
︒第

一
一
章
は
︑
七
年
戦
争
後
︑
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
割
譲
諸
島
の
土
地
販
売

を
行
っ
た
際
︑
担
当
者
の
植
民
地
官
僚
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヤ
ン
グ
が
売
上
金
金

額
を
政
府
に
納
入
で
き
ず
︑
彼
と
取
引
の
あ
っ
た
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
商
会
が
政

府
と
の
交
渉
を
行
っ
た
事
例
を
取
り
上
げ
る
︒
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
商
会
は
ヤ
ン

グ
か
ら
債
権
を
回
収
す
る
一
方
︑
彼
の
家
族
に
対
す
る
信
託
管
理
人
と
な
り
︑

ヤ
ン
グ
家
を
保
護
し
た
︒
ヤ
ン
グ
の
よ
う
な
借
財
を
抱
え
た
プ
ラ
ン
タ
ー
は
︑

取
引
先
の
貿
易
商
に
全
面
的
に
依
存
し
︑
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
商
会
の
行
動
は
︑

プ
ラ
ン
タ
ー
に
融
資
し
た
自
ら
の
資
本
を
守
る
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
っ
た
︒
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第
一
二
章
は
︑
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
︵
一
七
六
六
│
一
八
四

三
︶
の
時
代
の
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
商
会
の
事
業
活
動
︑
奴
隷
貿
易
廃
止
や
ロ
ン

ド
ン
港
改
修
と
い
っ
た
深
刻
な
問
題
へ
の
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
の
対
応
を
検
討

す
る
︒
当
時
の
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
商
会
は
︑
海
上
保
険
仲
介
と
総
合
的
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
主
要
業
務
と
し
た
︒
奴
隷
貿
易
廃
止
論
争
で
は
︑
サ

ミ
ュ
エ
ル
・
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
と
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
シ
ャ
ー

プ
は
︑
当
時
の
西
イ
ン
ド
利
害
関
係
者
の
大
勢
に
従
い
︑
西
イ
ン
ド
委
員
会

で
は
奴
隷
貿
易
廃
止
に
反
対
し
な
が
ら
︑
下
院
議
員
と
し
て
は
賛
成
し
た
︒

ロ
ン
ド
ン
港
改
修
問
題
で
は
︑
ロ
ン
ド
ン
・
ド
ッ
ク
︵
す
べ
て
の
外
国
貿
易

が
利
用
︶
と
西
イ
ン
ド
・
ド
ッ
ク
︵
西
イ
ン
ド
貿
易
専
用
︶
と
い
う
二
つ
の

案
が
対
立
し
︑
両
方
と
も
建
設
さ
れ
た
が
︑
西
イ
ン
ド
以
外
の
地
域
と
も
貿

易
を
行
い
︑
新
教
非
国
教
徒
と
し
て
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
ボ
デ
ィ
ン

ト
ン
家
は
︑
ロ
ン
ド
ン
・
ド
ッ
ク
支
持
グ
ル
ー
プ
の
中
心
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
︒

第
一
三
章
は
︑
奴
隷
制
廃
止
と
そ
の
後
の
数
十
年
間
︑
砂
糖
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
不
況
と
再
編
の
時
代
に
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
と
ボ
デ
ィ

ン
ト
ン
商
会
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
か
を
検
討
す
る
︒
当
時
の

ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
商
会
は
プ
ラ
ン
タ
ー
に
対
す
る
債
権
者
と
い
う
立
場
で
奴
隷

賠
償
金
を
取
得
し
て
い
た
︒
著
者
は
サ
ミ
ュ
エ
ル
の
遺
言
を
分
析
し
︑
有
償

労
働
体
制
に
移
行
し
た
一
八
四
〇
年
頃
に
お
い
て
も
︑
彼
は
砂
糖
生
産
の
収

益
性
に
期
待
し
て
い
た
と
い
う
︵
と
く
に
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
と
ガ
イ
ア
ナ
︶︒

た
だ
し
︑
楽
観
視
は
せ
ず
︑
甥
ト
マ
ス
六
世
に
は
安
全
な
資
産
し
か
直
接
遺

贈
し
て
い
な
い
︒

第
一
四
章
は
︑
英
領
砂
糖
植
民
地
の
深
刻
な
衰
退
期
を
取
り
上
げ
る
︒
著

者
は
︑
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
商
会
が
一
九
〇
六
年
に
ア
ン
テ
ィ
グ
ア
の
広
大
な
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
売
却
し
た
事
実
を
指
摘
し
︑
彼
ら
は
ア
ン
テ
ィ
グ
ア
中

央
製
糖
所
の
設
立
を
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
売
却
の
好
機
と
捉
え
た
︑
と
解
釈

す
る
︒
本
章
の
調
査
結
果
か
ら
︑
著
者
は
︑﹁
奴
隷
貿
易
廃
止
・
奴
隷
制
廃

止
の
背
景
に
は
英
領
砂
糖
生
産
の
衰
退
と
イ
ギ
リ
ス
工
業
利
害
の
成
長
が
あ

り
︑
イ
ギ
リ
ス
は
そ
れ
ゆ
え
に
自
由
貿
易
主
義
を
採
用
し
植
民
地
を
見
捨
て

た
︵
五
七
五
頁
︶﹂
と
い
う
エ
リ
ッ
ク
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
主
張
を
基
本
的

に
は
支
持
し
つ
つ
︑
自
由
貿
易
主
義
を
奴
隷
貿
易
廃
止
に
当
て
は
め
る
の
は

時
期
的
に
無
理
が
あ
る
と
指
摘
す
る
︒

終
章
で
は
︑
本
書
が
明
ら
か
に
し
た
こ
と
と
︑
著
者
の
主
張
が
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
︒
著
者
は
︑
イ
ギ
リ
ス
本
国
で
の
民
主
主
義
の
発
達
に
貢
献
し
た

人
間
と
︑
イ
ギ
リ
ス
海
外
進
出
・
経
済
成
長
の
過
程
に
お
い
て
利
益
を
優
先

し
非
道
な
行
動
を
等
閑
視
し
た
人
間
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
︒
民

主
主
義
と
資
本
主
義
は
︑
参
加
者
が
自
由
に
自
己
主
張
と
自
己
実
現
を
求
め

る
仕
組
み
で
あ
り
︑
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
の
人
々
は
︑
そ
の
枠
組
の
中
で
︑
自

己
の
利
益
を
実
現
す
る
た
め
に
︑
勤
勉
に
活
動
し
た
︑
と
著
者
は
結
論
す
る
︒

本
書
は
イ
ギ
リ
ス
海
外
貿
易
の
研
究
と
し
て
は
極
め
て
画
期
的
と
言
え
る
︒

伝
統
的
な
貿
易
史
研
究
は
︑
関
税
簿
な
ど
の
港
湾
史
料
な
ど
に
基
づ
い
て
統

計
を
作
成
し
︑
国
や
港
湾
と
い
う
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で
貿
易
量
・
貿
易
額
の
増

減
を
分
析
す
る
と
い
う
方
法
が
主
流
で
あ
っ
た
︒
近
年
で
は
個
々
の
商
人
の

実
務
に
焦
点
を
当
て
た
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
研
究
も
少
な
く
な
い
が
︑
主
に
元

帳
や
出
納
簿
と
い
っ
た
営
業
史
料
の
分
析
で
あ
る
︒
本
書
は
レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿

易
や
西
イ
ン
ド
貿
易
を
扱
っ
た
商
業
史
研
究
で
も
あ
る
が
︑
営
業
史
料
を
残

し
て
い
な
い
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
を
素
材
と
し
て
い
る
点
に
大
き
な
特
色
が
あ

る
︒
著
者
は
二
次
文
献
を
援
用
し
つ
つ
︑
書
簡
な
ど
の
家
族
文
書
︑
政
府
文

書
︑
新
聞
雑
誌
︑
取
引
先
商
人
の
文
書
な
ど
か
ら
同
家
の
事
業
内
容
を
再
構

書 評
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成
し
て
お
り
︑
事
業
文
書
が
な
く
て
も
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
こ
と
が
明
ら
か
に

で
き
る
の
か
と
驚
か
さ
れ
た
︒
本
書
は
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
手
法
を
取
り

入
れ
︑
家
族
史
研
究
と
融
合
し
た
商
業
史
研
究
の
新
し
い
方
法
論
を
提
示
し

て
お
り
︑
こ
の
分
野
の
研
究
の
さ
ら
な
る
進
展
と
新
た
な
可
能
性
に
道
を
開

い
た
点
は
︑
研
究
史
上
の
重
要
な
貢
献
で
あ
る
︒

本
書
の
最
大
の
意
義
は
︑
今
ま
で
に
な
い
規
模
で
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
を
調

査
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
一
つ
の
家
族
を
三
〇
〇
年
に
渡
っ
て
取
り
上
げ
︑

事
業
︑
政
治
︑
宗
教
と
多
面
的
に
︑
な
お
か
つ
高
度
な
実
証
水
準
で
検
証
し

た
研
究
は
︑
日
本
の
イ
ギ
リ
ス
史
で
は
前
例
が
な
い
︒
家
族
史
の
手
法
に
よ

る
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
と
姻
族
の
メ
ン
バ
ー
の
綿
密
な
調
査
と
分
析
は
︑
同
家

が
体
現
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
民
主
主
義
と
資
本
主
義
の
本
質
を
鮮
や
か
に
照
ら

し
出
し
て
く
れ
る
︒
研
究
史
の
手
薄
な
領
域
に
光
を
当
て
た
点
も
︑
本
書
の

大
き
な
功
績
で
あ
る
︒
第
五
章
は
︑
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
の
メ
ン
バ
ー
の
事
例

に
基
づ
き
︑
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
レ
ヴ
ァ
ン
ト
で
の
商
人
の
ビ
ジ
ネ
ス

や
生
活
の
実
態
を
描
写
し
て
い
る
︒
第
三
部
で
は
︑
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
研

究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
一
八
世
紀
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
実
態
が
︑
ボ
デ

ィ
ン
ト
ン
家
を
通
し
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
る
︒
第
四
部
の
第
一
二
章
以
降
で

は
︑
奴
隷
制
廃
止
後
の
西
イ
ン
ド
植
民
地
︑
貿
易
の
実
態
が
解
き
明
か
さ
れ

る
が
︑
こ
れ
も
先
行
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
い
分
野
で
あ
る
︒
評
者
は
︑
本
書

の
各
章
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
︒

本
書
は
き
わ
め
て
長
大
で
章
数
も
多
く
︑
内
容
も
経
済
︑
社
会
︑
政
治
︑

宗
教
と
多
岐
に
渡
る
が
︑
全
体
が
有
機
的
に
構
成
さ
れ
て
お
り
︑
著
者
の
論

旨
は
明
快
で
晦
渋
さ
は
な
い
︒
史
料
・
文
献
は
︑
非
常
に
広
範
か
つ
丹
念
に

渉
猟
さ
れ
︑
厳
密
な
史
料
批
判
を
経
て
使
わ
れ
て
お
り
︑
著
者
の
長
年
に
渡

る
綿
密
な
調
査
・
研
究
活
動
が
伺
え
る
︒
本
書
の
よ
う
な
研
究
に
お
い
て
は
︑

調
査
の
過
程
で
同
姓
同
名
の
人
物
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
多
く
︑
人
物
の
同
定

が
困
難
な
こ
と
は
︑
評
者
も
経
験
上
痛
感
し
て
い
る
︒
そ
の
点
︑
著
者
は
十

分
な
史
料
的
裏
付
け
を
取
り
︑
慎
重
に
留
保
を
重
ね
な
が
ら
論
を
進
め
て
お

り
︑
学
問
へ
の
真
摯
で
誠
実
な
姿
勢
が
随
所
に
感
じ
ら
れ
る
︒

評
者
は
海
外
貿
易
が
専
門
で
︑
と
く
に
宗
教
史
に
は
疎
い
の
だ
が
︑
読
ん

で
い
て
最
も
引
き
込
ま
れ
た
の
は
︑
宗
教
を
扱
っ
た
第
六
章
で
あ
っ
た
︒
ボ

デ
ィ
ン
ト
ン
＝
ス
キ
ナ
ー
家
の
巨
大
な
親
族
網
が
形
成
さ
れ
︑
ピ
ュ
ー
リ
タ

ン
信
仰
が
再
生
産
さ
れ
て
い
く
過
程
を
実
証
的
に
論
じ
て
い
く
本
章
は
︑
非

常
に
読
み
応
え
が
あ
っ
た
︒
あ
え
て
難
点
を
挙
げ
れ
ば
︑
家
系
図
が
参
照
し

に
く
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
︒
本
書
は
家
系
図
が
多
く
︑
そ
れ
を
頻
繁
に
参
照

し
な
が
ら
本
文
を
読
み
進
め
る
必
要
が
あ
る
が
︑
こ
れ
だ
け
多
く
の
家
系
図

が
巻
末
に
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
と
︑
参
照
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
︒
出
版
の

都
合
上
や
む
を
得
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
は
推
察
す
る
が
︑
家
系
図
だ
け
は

別
冊
に
な
っ
て
い
た
方
が
︑
読
み
や
す
か
っ
た
と
思
う
︒

個
人
的
に
は
︑
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
が
中
産
階
級
で
あ
り
続
け
た
理
由
や
背

景
に
つ
い
て
︑
著
者
の
見
解
が
知
り
た
か
っ
た
︒
著
者
に
よ
れ
ば
︑
同
家
は

一
七
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
ま
で
非
国
教
信
仰
を
固
持
す
る
と
同
時
に
中
産
階

級
で
あ
り
続
け
︑
こ
れ
は
彼
ら
に
身
分
上
昇
の
意
志
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
と

い
う
︒
こ
の
点
は
本
書
が
十
分
に
論
証
し
て
い
る
︒
そ
し
て
︑
彼
ら
が
非
国

教
徒
で
ホ
ィ
ッ
グ
を
支
持
す
る
と
い
う
宗
教
的
・
政
治
的
立
場
を
取
り
続
け

た
理
由
も
本
書
の
中
で
説
得
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
︒
さ
ら
に
本
書
で
は
︑

ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
の
人
々
は
国
教
に
転
向
し
て
貿
易
活
動
を
や
め
た
後
も
︑

事
務
弁
護
士
や
国
教
牧
師
︑
軍
人
と
い
っ
た
中
産
階
級
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ン
に
就
い
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
︒

中
産
階
級
︵
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
︑
中
間
層
︑
中
流
階
級
︶
と
は
︑
地
代
収
入
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で
生
活
す
る
貴
族
・
ジ
ェ
ン
ト
リ
と
い
っ
た
地
主
エ
リ
ー
ト
＝
伝
統
的
支
配

階
級
と
労
働
者
階
級
の
間
に
位
置
す
る
階
層
を
指
す
︒
そ
こ
に
は
︑
ボ
デ
ィ

ン
ト
ン
家
の
よ
う
な
海
外
貿
易
商
や
産
業
資
本
家
︑
さ
ら
に
は
医
師
︑
弁
護

士
と
い
っ
た
知
的
専
門
職
な
ど
が
含
ま
れ
る
︒
彼
ら
は
イ
ギ
リ
ス
の
海
外
貿

易
成
長
︑
産
業
革
命
を
リ
ー
ド
し
︑
経
済
力
と
と
も
に
政
治
的
発
言
力
を
増

し
て
議
会
に
も
進
出
し
︑
一
九
世
紀
に
は
選
挙
法
改
正
︑
審
査
法
・
穀
物

法
・
航
海
法
の
廃
止
と
い
っ
た
自
由
主
義
改
革
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
︒
近

代
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
成
長
︑
民
主
主
義
・
自
由
主
義
の
拡
大
に
お
い
て
中
産

階
級
が
看
過
で
き
ぬ
影
響
力
を
発
揮
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
︒
他
方
︑
彼

ら
と
地
主
エ
リ
ー
ト
と
の
間
に
は
親
和
性
が
あ
り
︑
成
功
し
た
貿
易
商
や
産

業
資
本
家
が
土
地
を
購
入
し
て
地
主
化
し
︑
ジ
ェ
ン
ト
リ
に
身
分
上
昇
す
る

ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
か
っ
た
︒
し
か
し
︑
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
の
人
々
は
そ
の

よ
う
な
道
を
選
ば
な
か
っ
た
︒
彼
ら
が
こ
れ
ほ
ど
の
長
期
間
に
渡
り
中
産
階

級
に
と
ど
ま
り
続
け
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
︒
著
者
は
同
家
の
よ
う
な
近
世

か
ら
の
中
産
階
級
が
近
代
を
通
し
て
中
産
階
級
で
あ
り
続
け
よ
う
と
す
る
苦

闘
を
近
代
史
の
原
動
力
と
し
て
重
視
し
て
い
る
だ
け
に
︑
そ
の
点
に
つ
い
て

も
っ
と
検
討
が
あ
っ
て
も
良
か
っ
た
よ
う
に
思
う
︒

本
書
を
読
ん
で
強
く
感
じ
た
の
は
︑
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
に
つ
い
て
も
っ
と

知
り
た
い
︑
深
く
理
解
し
た
い
︑
と
い
う
著
者
の
飽
く
な
き
探
究
心
と
情
熱

で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
な
強
い
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
︑
著
者
は
三
〇

年
近
く
ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た

の
だ
ろ
う
︒
著
者
と
比
べ
る
の
も
お
こ
が
ま
し
い
が
︑
評
者
も
ブ
リ
ス
ト
ル

の
商
家
に
つ
い
て
調
査
し
た
こ
と
が
あ
り
︑
著
者
の
研
究
が
ど
れ
ほ
ど
大
変

で
︑
膨
大
な
時
間
と
労
力
を
要
し
た
か
は
︑
あ
る
程
度
わ
か
っ
て
い
る
つ
も

り
で
あ
る
︒
本
書
は
︑
史
料
研
究
・
実
証
研
究
と
し
て
学
術
的
価
値
が
高
い

だ
け
で
な
く
︑
著
者
の
研
究
者
と
し
て
の
生
き
様
が
に
じ
み
出
た
良
書
で
あ

る
︒

︵
Ａ
�
判

七
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八
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